
障害者福祉課　TEL 224-5785
　障害のある方が地域で自立した生活がで
きるように、各種サービスが受けられます。

対象
　身体、知的、精神（発達障害の方を含
む）に障害のある方、難病等の方々

内容
❶�障害福祉サービス（介護給付費・訓

練等給付費の支給）
　訪問系サービス（居宅介護等）、日中活
動系サービス（生活介護等）、居住系サー
ビス（施設入所支援等）があります。
❷�補装具費の支給
　身体に障害のある方、難病等の方が
日常生活上必要な車椅子・義肢・補聴
器・視覚障害者安全つえの購入などに
要する費用を補助します。
❸自立支援医療費の支給
　障害のある方が心身の障害の軽減
等を図るため、必要な医療費の自己負
担分の軽減（更生医療・精神通院医療・
育成医療）が受けられます。
　障害者福祉課　TEL 224-5785
　育成医療について＝
　　健康管理課管理給付担当
　　TEL 229-4124

障害者福祉課　TEL 224-5785
�精神障害者保健福祉手帳

　精神疾患（そううつ病、統合失調症
等）で、一定以上の精神障害が認めら
れていて長期にわたり日常生活や社
会生活への制約がある方が、市に申請
することで、県から交付されます。申
請時に必要な書類など、詳しくはお尋
ねください。
＊�申請書・診断書の配布、申請受け付けなど
は保健所保健予防課でも行っています（手
帳の交付に関しては対応できません）。

�自立支援医療（精神通院医療）
　精神障害で定期的な通院治療を必
要とする方が支払う医療費について、
自己負担の一部を公費で負担する制
度です。申請時に必要な書類など、詳
しくはお尋ねください。
＊�申請書・意見書の配布、申請受け付けなど
は保健所保健予防課でも行っています。

対象
　精神障害のため、長期にわたり日常
生活や社会生活への制約がある方

障害者福祉課　TEL 224-5785
�在宅心身障害者手当

　在宅で心身に重度の障害のある方
（身体障害者手帳1〜3級、療育手帳 A・
A・B、精神障害者保健福祉手帳1・2級）
に手当を支給しています。
＊�住民税が課税されている方、施設（障害者支
援施設、特別養護老人ホーム等）に入所中の
方・平成22年1月1日以降に65歳以上で新規
に手帳を取得した方は、対象となりません。

福祉
�障害のある方

障害者福祉課　TEL 224-5785
　身体障害者福祉法第15条指定医師
が作成する市指定の診断書を添えて
申請し、視覚、聴覚、平衡、音声・言語、
そしゃく、心臓、じん臓、呼吸器、ぼう
こうまたは直腸、小腸、免疫、肝臓の各
機能障害または肢体不自由で、法律に
定められた程度以上の永続する機能
障害があると認められる方に身体障
害者手帳を交付します。
　なお、身体障害者手帳の交付申請に
添付する診断書の作成費用について、
補助制度があります（限度額3,000円）。
　また、療育手帳については市に申請
し、県の機関である児童相談所または
更生相談所で知的障害があると認定
された方に手帳が交付されます。

身体障害者手帳・療育手帳

心身障害者手当など

障害者総合支援法による
福祉サービス

精神障害者保健福祉手帳・�  
自立支援医療（精神通院医療）
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�障害児福祉手当
　20歳未満で次のいずれかに該当す
る方。
�身体障害者手帳1級および2級の一
部の方
�療育手帳 A 相当の方
�精神障害・血液疾患などで上記の2
つと同等の方

　ただし、障害を支給事由とする年金
を受給している方や施設に入所中の
方を除く。

手当額 月額16,100円
　所得に応じて支給の制限がありま
す。
　手当用診断書（市が指定した様式に
より指定医師が作成したもの）が必要
となる場合があります。

�特別障害者手当
　20歳以上で、精神または身体の重
度の障害のため、日常生活において常
時特別介護を要する状態にある方（施
設に入所中の方や、病院などに継続し
て3か月を超えて入院している方を
除く）に支給します。

手当額 月額29,590円
　所得に応じて支給の制限がありま
す。
　手当用診断書（市が指定した様式に
より指定医師が作成したもの）が必要
となる場合があります。

�経過的措置による福祉手当
　対象は、昭和61年4月1日の制度改
正以前に20歳以上で、制度改正前の
福祉手当を受給していた方です（障害

障害者福祉課　TEL 224-5785
�自動車運転免許取得費の補助

　障害者手帳の交付を受けている方
で運転免許の取得により就労（通勤）
などの社会活動の拡大の見込みがあ
る方を対象に補助を行っています。

補助額 �必要経費の3分の2� �
（上限10万円）

�ガソリン購入費の補助
　両下肢の著しい機能障害により、常
時車いすを使用し、就労（通勤）のため
自分で所有する自動車を運転してい
る方を対象に、ガソリン税に相当する
金額を補助しています。

限度額 �1か月あたり80リットル
分のガソリン税相当額

障害者福祉課　TEL 224-5785
　自動車の有料道路料金を割引しま
す。

対象
　身体障害者手帳の交付を受けてい
る方で、自ら運転する乗用自動車等。
　身体に重度の障害のある方または
重度の知的障害の方が乗車し、その移
動のために介護者が運転する乗用自
動車等。
＊�割引きの対象となる自動車には一部制限
があります。

�自動車改造費の助成
　身体障害者手帳の交付を受けてい
る方で上肢、下肢または体幹機能に障
害のある方に対し、就労に伴い本人が
所有し運転する自動車の走行装置お
よび駆動装置などの一部を改造する
必要がある場合、費用を助成します
（所得制限あり）。

助成額 �上限10万円

軽自動車税種別割 市民税課
TEL 224-5637

�軽自動車税種別割の減免
　身体障害者手帳、療育手帳、精神障
害者保健福祉手帳または戦傷病者手
帳をお持ちで、かつ、障害の程度が一
定以上の方のためにもっぱら使用さ
れる軽自動車等については、軽自動車
税種別割の減免制度があります。

�その他自動車に関する税金の減免
　自動車税種別割・自動車税環境性能
割・軽自動車税環境性能割の減免につ
いては、下記までお尋ねください。

窓口 電話番号

埼玉県自動車税事務所
所沢支所 04-2998-1321

埼玉県自動車税事務所
課税第二担当 048-658-0227

＊�自動車税種別割・自動車税環境性能割・軽
自動車税環境性能割の減免申請はどちら
の窓口でも申請可能です。

＊�一部の申請については、川越県税事務所
（TEL 242-1801）でも受け付けできます。

各会社窓口

�旅客運賃の割引、携帯電話料金の割引
　障害者手帳を掲示することにより、
各種交通機関の運賃、または携帯電話
料金の割引が受けられる場合があり
ます。ただし、一定の制限があります
ので各窓口へお問い合わせください。

区分 身1級・
A・精1級 身2級・A 身3級・B・

精2級

20歳
未満

月額
9,500円

月額
8,500円

月額
3,500円

20歳
以上

月額 
6,000円

月額
5,000円

月額
3,000円

手続き
　本人名義の預金通帳・身体障害者手
帳（または療育手帳・精神障害者保健
福祉手帳）・マイナンバー（個人番号）
および本人確認書類を持って、障害者
福祉課（本庁舎1階）までお越しくだ
さい。

手当額 基礎年金・特別障害者手当の受給者や
施設に入所している方を除く）。

手当額 月額16,100円
　所得に応じて支給の制限があります。

障害者福祉課　TEL 224-5785
　障害者手帳の交付を受けた方など
に、市内循環バス（川越シャトル）が無
料で利用できる特別乗車証を交付し
ます。手帳の種類や、障害者福祉サー
ビスおよび地域生活支援事業の支給
決定内容により、介護者も無料となる
場合があります。詳しくはお尋ねくだ
さい。

自動車に関する補助・助成

軽自動車税種別割などの減免

有料道路料金の割引

旅客運賃・
携帯電話料金の割引

�市内循環バス（川越
シャトル）の特別乗車証
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障害者福祉課　TEL 224-5785
　身体障害者手帳1・2級、療育手帳 A・
Ａ、精神障害者保健福祉手帳1級の方
にタクシー利用券またはガソリン利
用券を交付しています。
　市ホームページから電子申請がで
きます。

タクシー利用券
　県内に営業所のあるタクシーを利
用するとき、初乗り料金相当分が割引
となる利用券です。

ガソリン利用券
　市と協定を結んでいるガソリンス
タンドで割引を受けることができる
利用券です。
＊�いずれか一つの利用券のみの交付となり
ます。

障害者福祉課　TEL 224-5785
日常生活用具費の支給

　在宅で障害のある方、難病等の方に
対し、日常生活をサポートするための
用具費を支給します。

支給対象となる用具の例
　点字タイプライター・聴覚障害者用
屋内信号装置・特殊寝台・電磁調理器・
火災警報器・視覚障害者用時計など

障害者福祉課　TEL 224-5785
　身体障害者手帳1～3級の交付を受け
ている方で、1人暮らしまたはそれに準
じ、自宅に電話のある方に設置します。

埼玉県警察本部通信指令課
TEL・FAX 048-832-0110

　埼玉県警では、聴覚・言語に障害の
ある方などが事件や事故にあった
とき、警察へ緊急通報できる手段と
して、携帯電話やパソコンから専用
ホームページに接続し、文字対話方式
（チャット）により通報するシステム
「メール110番」や、ファクスを利用し
た「FAX110番」を開設しています。
通報用アドレス（URL）
　http://saitama110.jp/
FAX110番（通報）

FAX 0120-264-110

障害者福祉課  　　　　　　　　　
TEL 224-5785 FAX 225-3033
消防局指揮統制課  　　　　　　　
TEL 226-7408 FAX 225-2564
　聴覚・言語に障害のある方が、携帯
電話またはスマートフォンのイン
ターネット接続機能を利用して、ブラ
ウザ上での項目選択および文字入力
で119番通報が行えるシステムです。
手話通訳者の手配が必要な場合は、通
報時の入力欄に入力してください。
　このシステムは登録制です。障害者
手帳、利用を希望される携帯電話また
はスマートフォンを持参し、障害者福
祉課（本庁舎1階）で申請を行ってく
ださい。

日常生活用具費の支給

障害者福祉課　TEL 224-5785
NHKさいたま放送局　 
経営管理企画センター
TEL 048-833-2045

　障害のある方が世帯構成員であり、
世帯全員が住民税非課税の場合、全額
免除が受けられます。
　視覚・聴覚に障害のある方または重
度の障害のある方が世帯主で、かつ放
送受信契約者の場合、半額免除が受け
られます。

NHK放送受信料の免除

消防局指揮統制課  　　　　　　　
TEL 226-7408 FAX 225-2564
　聴覚・言語に障害のある方が緊急時
に利用できます。火事・救急の際にご
利用ください。専用の用紙があります
ので、緊急時に備え、あらかじめ必要
事項を記入しておくようにしてくだ
さい。なお、手話通訳者の手配が必要
な場合はその旨を記入してください。
FAX119番（通報）=FAX 119（局番なし）

FAX119番

障害者福祉課　TEL 224-5785
　在宅で身体障害者手帳1・2級の交
付を受けている方に対し、寝具を乾燥
し、衛生と健康の保持を目的とする制
度です。

重度身体障害者寝具乾燥

障害者福祉課　TEL 224-5785
　在宅で身体障害者手帳1・2級の交
付を受けている方に対し、寝具を丸洗
いし、衛生と健康の保持を目的とする
制度です。

重度身体障害者寝具丸洗い

緊急通報システム

メール110番・FAX110番

障害者福祉課　TEL 224-5785
　在宅で入浴が困難な身体に重度の
障害のある方（介護保険対象者は除
く）または高度な医療的なケアを要す
る重症の心身障害のある子に、巡回入
浴車による訪問入浴サービスに要す
る費用を支給します。申し込みには、
所定の医師の入浴意見書が必要です。

重度身体障害者入浴サービス重度心身障害者タクシー
利用券・ガソリン利用券

Net119緊急通報システム
（Net119）
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障害者福祉課　TEL 224-5785
　市内在住の18歳以上の全身性障害
のある方で身体障害者手帳を持ち、特
別障害者手当の支給に該当する方お
よび脳性まひによる障害の程度が1
級で、外出に当たり適当な介護者がい
ない方に派遣します。

障害者福祉課　TEL 224-5785
　身体障害者手帳に両下肢、体幹、移
動機能障害の程度が1級または2級で
ある者として記載されている方が住
宅の一部を障害に応じて使いやすく
改造する場合、予算の範囲において改
善工事費（上限40万円）を補助します。
ただし、介護保険または日常生活用具
給付の対象となる工事や、新築・改築・
増築に際して行う工事は除きます。

障害者福祉課  　　　　　　　　　
TEL 224-5785 FAX 225-3033
　手話を使う聴覚に障害のある方が、
社会生活を送るうえで必要なときに、
手話通訳者を派遣します。市ホーム
ページから電子申請ができます。

障害者福祉課  　　　　　　　　　
TEL 224-5785 FAX 225-3033
　要約筆記を必要とする聴覚に障害
のある方が、社会生活を送るうえで必
要なときに、要約筆記者を派遣します。

社会福祉協議会　TEL 225-5703
　重度の視覚障害（身体障害者手帳1
級）のある方が、社会生活を送るうえ
で外出する際に（原則市内）付き添い
がなく、支障がある場合に移動を支援
します。

埼玉盲ろう者友の会派遣事業担当
TEL・FAX 048-823-7080

　盲ろう者（視覚・聴覚の両方に障害
のある方）に対し、社会生活を送るう
えで必要なときに、通訳・介助員を派
遣します。
＊�職員がいるのは、火〜金曜日、午前9時30
分から午後4時30分までです。

メールでの問い合わせ
　haken.saitama-db@r9.dion.ne.jp

障害者福祉課　TEL 224-5785
　障害のある方があらかじめ利用者
登録することで屋外での移動の支援
（移動支援）、事業所にて日中の活動の
場の提供（日中一時支援）、創作活動ま
たは社会との交流の促進等（地域活動
支援センター）などのサービスを受け
られます。

障害者福祉課　TEL 224-5785
　障害のある方が、あらかじめ利用者
登録することで、市へ登録した民間の
サービス団体による一時預かり、介護
人の派遣、介護に伴う送迎、外出のと
きの援助などのサービスを受けられ
ます。
＊�利用料基準単価の3分の1は自己負担。18歳
未満の障害児は生計中心者の所得に応じて、
登録団体の利用料の一部が補助されます。

障害者福祉課　TEL 224-5785
　心身に障害のある方を扶養してい
る保護者が毎月一定の掛け金を納め
ると、保護者に万一のことがあった場
合、残された心身に障害のある方に終
身一定の年金が給付されます。
　加入資格は知的障害のある方、身体
障害者手帳1〜3級所持の障害者、精
神または身体に永続的な障害のある
方で、その障害の程度が前記の障害と
同程度の方を扶養している65歳未満
の方であって県内に住所を有し、特別
の疾病または障害がなく、生命保険の
被保険者となることができる方です。

障害者総合相談支援センター
生活相談  　TEL 293-9290
就労相談  　TEL 293-4319

　障害のある方やそのご家族等へ総
合的・専門的な相談支援や就労相談支
援を行います。

�川越市児童発達支援センター
TEL 257-6900

　発育発達に不安や心配のある就学
前の子どもを対象に、一人ひとりの特
性に応じた、適切かつ総合的な働きか
けを行うことにより成長発達を促す
通所支援を行います。
　子どもの主体性を尊重し、一人ひと
りの状況に応じた支援計画を立てて
支援します。
＊�利用にあたっては通所受給者証の申請が
必要です。

�障害児通所支援（通所給付費の支給）
療育支援課　TEL 224-6247

　児童発達支援、放課後デイサービ
ス、保育所等訪問支援などの支援があ
ります。
　子どもの発達支援・相談などは、
64ページに掲載しています。

　電話の使用が困難な方は、ファクス
をご利用ください。
�川越市役所� FAX 225-2171
�障害者福祉課� FAX 225-3033
�社会福祉協議会� FAX 226-7666
�職業センター� FAX 232-9912
�みよしの支援センター

� FAX 229-2811
�総合福祉センター・オアシス

� FAX 228-0202
�障害者総合相談支援センター

　（生活相談）� FAX 293-9291
　（就労相談）� FAX 293-4329

重度障害者居宅改善整備費補助

ファクスによる問い合わせ

障害のある子のための施設

手話通訳者の派遣

障害者等生活サポート事業

相談支援事業

要約筆記者の派遣

全身性障害者介護人派遣事業

視覚障害者
ガイドヘルパー

地域生活支援事業の
サービス利用

埼玉県心身障害者
扶養共済制度

盲ろう者向け通訳・
介助員の派遣

　申請書の配布場所は、障害者福祉
課、川越地区消防組合各消防署・各分
署です。また、川越市ホームページ、川
越地区消防組合ホームページからダ
ウンロードできます。
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�市内循環バス（川越シャトル）
特別乗車証の交付
高齢者いきがい課　TEL 224-5809

　70歳以上90歳未満の方には、1回の
乗車につき100円で利用できる割引
乗車証を発行します。また、90歳以上
の方には無料乗車証を発行します。

�健康ふれあい入浴
高齢者いきがい課　TEL 224-5809

　65歳以上の方が、下記の入浴施設
を利用する際に料金の一部（200円）
を補助する利用券（年度6回分）を交
付します。

�川越湯遊ランド　新富町1丁目9-1
�小江戸はつかり温泉　渋井26-1
�小江戸温泉KASHIBA　松郷1313-1
�小さな旅　川越温泉　上野田町41-7
�天然温泉ふるさとの湯　坂戸市粟生田40
�野天風呂蔵の湯　鶴ヶ島市新町3-5-4

＊�利用できる施設が変更となる場合
があります。

�敬老マッサージサービス
高齢者いきがい課　TEL 224-5809

　70歳以上の方（年度内に70歳に達
する方）に、あんま・マッサージ・指圧・
はり・きゅうの利用券（年1回分）を交
付します。

�金婚祝記念品
高齢者いきがい課　TEL 224-5809

　結婚50周年を迎える夫婦に、祝状
と記念品を贈呈します。申請について
は、広報川越などでお知らせします。

�長寿祝い金
高齢者いきがい課　TEL 224-5809

　9月1日現在、引き続き1年以上市
内に住んでいる88歳、100歳、最高齢
（男・女）の方にお贈りします。

88歳 20,000円

100歳 50,000円

最高齢（男・女） 50,000円

�介護支援いきいきポイント事業
高齢者いきがい課　TEL 224-5809

　市の指定を受けた介護関連施設等
でボランティア活動を行った際にポ
イントがたまり、翌年度に活動奨励金
や市の特産品などと交換できます。

対象
　市内に住所を有する65歳以上で、
活動の実施が可能な身体状況であり、
登録研修を受講のうえ、登録手続きを
した方

�老人クラブ
老人クラブ連合会事務局  　　　　　　

（社会福祉協議会内）　TEL 225-5703
　豊かで健康な老後の生活を送るた
め、高齢者が、地域ごとに結成、活動し
ており、令和6年4月現在、69のクラブ
があります。加入は、おおむね60歳以
上の方が対象です。クラブの人数に応
じて助成金を給付します。

�高齢者の働く機会
シルバー人材センター　TEL 222-2075

　働くことにより自らの生きがいを
求める、60歳以上の健康な方を募集
しています。

�居宅改善費助成
　介護保険法に基づく要介護および
要支援の認定を受けていない65歳以
上の方が、要介護状態への進行予防の
ために、居宅の改善を行う場合、経費
の一部を助成します。
　市内に1年以上居住し、本人と同居
者それぞれの市民税所得割が10万円
以下の方などの対象要件があります。

助成金 �対象経費の3分の1以内� �
（限度額10万円）

高齢者いきがい課　TEL 224-5809

�高齢者

高齢者の住環境のために

高齢者の生きがいを
支援するために
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�住替家賃助成
　65歳以上で家主から立ち退きを要
求され、他の民間賃貸住宅に転居した
方に、家賃の差額および転居一時金を
助成します。対象となるのは、65歳以
上の1人暮らし世帯あるいは65歳以
上の方を含む60歳以上の方のみの世
帯で、1年以上市内に居住し、生計中心
者の市民税所得割が非課税で転居後
の家賃が6万5,000円未満の方です。た
だし、生活保護受給者は対象外です。

助成金 �限度額月3万円（10年間）。
転居一時金は限度額6万円

�高齢者住宅整備資金の貸付
　60歳以上の親族と同居しているか
同居しようとしている方が、高齢者専
用の居室等を増改築する場合に資金
を貸付けます。1年以上市内在住で、
市税を完納の方。連帯保証人など一定
の要件があります。

貸付金 200万円以内（無利子）

�老人アパート
　65歳以上の1人暮らしで、家主から
立ち退きを要求されるなど緊急に住
宅の確保が必要な方に、市が借り上げ
たアパートを提供しています。空室が
出た場合、広報川越で募集します。

要件
❶�生活保護受給者または市県民税が
非課税

❷�引き続き市内に2年以上居住して
いる

❸�独立して通常生活を営むことがで
きる

高齢者いきがい課　TEL 224-5809
�要介護高齢者手当

　要介護高齢者に手当を支給。申請を
受理した当月分から支給。

対象 �65歳以上の在宅の要介護高
齢者（要介護3～5の認定者）

手当額（月額） �8,000円

�家族介護慰労金
　要介護4または5と認定されている
方を、主として在宅で介護している家
族の方に慰労金（年間10万円）を支給。

対象
　次の条件を全て満たしている被保
険者を、主として在宅で介護している
家族の方
�要介護4または5と認定された期間
において、継続して1年間、介護保険
のサービス（年間1週間以内の短期
入所サービスの利用を除く）を利用
していない（連続90日を越える長期
入院があった場合、入院の前後の在
宅期間を合わせて1年間とします）
�要介護者、家族の方のいずれも市民
税が非課税

�寝具丸洗い
　年1回寝具の丸洗いを無料で行い
ます。申請については、広報川越など
でお知らせします。

対象
　65歳以上で、本人および同居者の
市民税所得割が非課税である方のう
ち、要介護高齢者手当受給者または、
1人暮らしの方

�紙おむつ給付
　月額5,000円の範囲内で紙おむつを
給付。申請を受理した翌月から給付。

対象
　65歳以上の在宅の要介護高齢者
（要介護4～5の認定者または要介護
1〜3の認定者のうち一定の要件を満
たす方）で、常時失禁の状態にあり、排
せつの介助が必要な方
＊�5,000円を超える場合は自己負担となり
ます。

�訪問理美容サービス
　理容師・美容師が、在宅の高齢者の
居宅を訪問して調髪・カットを行いま
す。1年度につき4回まで（決定日によ
り回数が異なります）。費用は1回あ
たり2,000円です。

対象
　65歳以上で、加齢に伴う身体機能の
低下や病気などにより、店まで出向く
ことが困難な在宅の高齢者のうち、要
支援1・2または要介護1～5の認定者

�日常生活用具給付・貸与
給付 �自動消火器・火災警報器・電

磁調理器
＊�生計中心者の所得に応じて自己負担があ
ります。

＊�自動消火器・火災警報器については、市内
在住の65歳以上で在宅の要介護高齢者
（要介護1～5の認定者）と1人暮らしの方
が対象です。

＊�電磁調理器については、65歳以上で在宅
の1人暮らしの方が対象です。

貸与 老人用電話
＊�市民税所得割が非課税の65歳以上の1人
暮らしかつ現に電話の権利を有しない方
が対象です。通話料は本人負担です。

�緊急通報システム
　おおむね65歳以上の慢性疾患によ
り常時注意を要する1人暮らしの方
（日中独居世帯等を含む）で、電話加入
者を対象に、緊急事態発生時に消防局
に緊急通報ができる装置を貸与しま
す。

費用 無料
＊�ただし、日中独居世帯等は、所得に応じて
費用の一部を負担。

高齢者の生活支援のために
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�生活管理指導員等の派遣
　介護保険法に基づく要介護および
要支援の認定を受けておらず、介護予
防・生活支援サービス対象者でない65
歳以上の方のうち、基本的な生活習慣
の欠如や対人関係の不成立などによ
り、社会適応が困難な方を対象に、生
活管理指導員などを派遣し、日常生活
に関する支援・指導などを行います。

費用 �世帯の生計中心者の前年分
所得税額により異なります

利用回数 週1回、1時間以内

�配食サービス
　65歳以上の1人暮らしの方（日中独
居世帯等を含む）で、高齢・心身の障害
などの理由により自分で調理や買い
物をすることが困難な方に食事をお
届けするとともに、安否を確認しま
す。1日1食（昼食分または夕食分）、週
4回まで。費用は、1食あたり500円。

�救急情報キット
　65歳以上の1人暮らし世帯等に、救
急時に必要な情報（かかりつけの医療
機関や緊急連絡先など）を記入・保管
できるシート等を民生委員が配付し
ます。

高齢者いきがい課　　　　　
TEL 224-5809

障害者総合相談支援センター
TEL 293-9290

　認知症、知的障害、その他の精神上
の障害があることにより物事を判断
する能力が十分ではない方は、財産管
理や介護施設への入所の契約を結ん
だり、遺産分割を行ったりすることが
困難な場合があります。また、自分に
不利益な契約を結んでしまい、悪徳商
法の被害に遭うおそれもあります。こ
のような方を保護し支援するのが成
年後見制度です。
　成年後見（保佐・補助）の申し立てを
行う場合に、親族がいない、または親
族がいても申し立てを行うことが難
しい方に対し、相談・支援を行います。
成年後見人などへの報酬について、本
人の所得状況により助成を行います。

川越市成年後見センター（オアシス内）
TEL 225-5703

　成年後見制度に関する総合窓口と
して窓口相談や講座を行います。
　電話での問い合わせも随時受け付
けています。

　ボランティアを行いたい方、ボラン
ティアの派遣を希望する方の相談は、
下記の窓口で受け付けています。

�川越市ボランティアセンター
�ボランティア室（オアシス内）� �
TEL 225-6931（火・水・金・土曜日、
午前10時～午後3時）
�ボランティアビューロー西� �
（メルト内）� �
TEL 231-5730（水・土曜日、午前10
時～午後3時）
�ボランティアビューロー南� �
（ジョイフル内）� �
TEL 248-0737（水・土曜日、午前10
時～午後3時）
�ボランティアビューロー保健センター��
（総合保健センター内）� �
TEL 226-0118（水・金曜日、午前10
時～午後3時）

川越市自立相談支援センター
TEL 293-9413

　失業、病気、家族の問題などが原因
で、生活に困っている人からの相談に
応じて、必要な情報提供等を行い、寄
り添って自立へ向けたさまざまな支
援を行っていきます。

�生活管理指導短期宿泊
　介護保険法に基づく要介護および
要支援の認定を受けていない65歳以
上の方のうち、基本的な生活習慣が欠
如している方を一時的に養護する必
要がある場合、施設で短期間の宿泊に
より日常生活に対する支援・指導を行
います。

費用 1日1,730円

利用回数 年度7日以内

川越市総合福祉センター・オアシス
TEL 228-0200

　福祉の向上と地域福祉促進の拠点
として高齢者および障害のある方の
「自立支援」「生きがいづくり」「健康の
維持・増進」を図る施設です。一般の
方も利用できる温水プー
ル・体育室があります。

�地域福祉

�福祉施設

成年後見等制度利用支援

ボランティア支援活動

川越市自立相談支援センター

川越市成年後見センター

川越市総合福祉センター・
オアシス
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西後楽会館（笠幡3574）　TEL 232-6177
　高齢者の健康増進と教育、レクリ
エーションのための施設。60歳以上
の方は無料で利用できます。大浴場が
あります。

福祉推進課　TEL 224-5769
　戦没者の遺族および戦傷病者に対
する給付金などの事務を行っていま
す。

福祉推進課　TEL 224-5769
　令和7年4月1日現在、494人の民生
委員・児童委員が、生活に困っている
方などの自立支援に必要な相談や援
助を行っています。
　傷病・失業・心身の障害・児童問題・
ひとり親家庭・高齢者などの問題でお
困りのときは、各地区の民生委員・児
童委員にご相談ください。

シルバー人材センター　TEL 222-2075
　教養の向上やレクリエーションな
どの場を提供し、高齢者の心身の健康
増進を図るための施設です。60歳以
上の方が無料で利用できます。
�小ケ谷老人憩いの家（小ケ谷159-
17）　TEL 245-8494
�高階北老人憩いの家（砂新田1丁目
16-1）　TEL 248-6565
�川越駅東口老人憩いの家（菅原町
23-10）　TEL 228-7717

高齢者いきがい課　TEL 224-5809
�養護老人ホーム

　環境上の理由および、経済的な理由に
より、在宅での生活が困難な65歳以上
の方を対象にした施設です。本人と扶養
義務者の所得に応じた負担があります。
�やまぶき荘（笠幡3590-2）

　TEL 231-1551

�生活支援ハウス（メトレ）
　1人での生活に不安がある高齢者に対し、
住居・相談などのサービスを提供します。

対象
　市内に住所がある60歳以上で、次
の要件を全て満たす方
�1人暮らしまたは夫婦のみの世帯
に属している
�家族による援助を受けることが困
難である
�独立して生活することに不安がある

費用
　居住部分に係る利用料（所得により
異なる）と光熱水費などの実費

生活福祉課　TEL 224-5784
　収入が少なく、生活に困っている方
へ経済的な支援を行うことで生活を
安定させ、就労支援等によって自立で
きるようお手伝いをします。
　生活保護費は、最低限度の生活を維
持できるよう国の基準に基づいて支
給されます。経済的にお困りの方は、
ご相談ください。

�災害見舞金
福祉推進課　TEL 224-5769

　災害により被災した方に見舞金を
支給します（災害救助法の適用を受け
ないものに限る）。
　療養期間がおおむね1か月以上の負傷
� 1人4万円
　住居の全焼、全壊または流失�13万円
　住居の半焼または半壊� 7万円
　住居の部分焼または水損� 3万円
　住居の床上浸水� 7万円

�難病患者見舞金
障害者福祉課　TEL 224-5785

　市内に1年以上住所を有し、指定難
病医療受給者証（埼玉県発行）、特定疾
患医療受給者証（埼玉県発行）、指定疾
患医療受給者証（埼玉県発行）、川越市
小児慢性特定疾病医療受給者証（川越
市発行）のいずれかの交付を受けてい
る方が申請することにより、見舞金の
支給が受けられます。市ホームページ
から電子申請ができます。
＊�健康管理課（総合保健センター1階）でも申
請受付を行ってます。

高齢・障害医療課　TEL 224-6195
　身体障害者手帳1～4級、療育手帳
A・A・B、精神障害者保健福祉手帳1級
の交付を受けている方、または埼玉県
後期高齢者医療広域連合の障害認定
を受けた方が、医療機関などにかかっ
たときの保険診療による一部負担金
を助成します。ただし、一定以上の所
得がある場合は、支給を停止します。
　登録が必要ですので、身体障害者
手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉
手帳のいずれか一つと加入健康保険
を証する書面（資格確認書等）・預金
通帳・印鑑・マイナンバー確認書類を
持って、高齢・障害医療課（本庁舎2
階）にお越しください。平成27年4月1
日以降に65歳以上で新たに障害の程
度が該当の等級になった方は対象外
です。

�生活保護・見舞金など老人福祉センター 民生委員・児童委員

老人憩いの家

老人ホーム

生活保護

�医療費助成
重度心身障害者医療費の助成見舞金など

戦没者遺族・戦傷病者の援護
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